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 今年も押しつまり、あわただしい季節となりました。 

新型コロナウイルス感染症対策では、検温・消毒・換気等にご協力いただき、

月間利用者が 2,000 名前後と増加しております。今後もより多くの皆様が安

心してご利用いただけるよう努力してまいります。 

 

ふるさと発見！ －八本松の昔と今― 
八本松の歴史を知ることで郷土愛を深め、魅力あるまちづくりへの意識を

高めることを目的に 11月 26日、八本松地域センターで「八本松の昔と今」

と題して主催講座を開催しました。講師は八本松在住の有田篤雄さん（東広

島ボランティアガイドの会）です。八本松の由来から行政区画や学校の変遷、

鉄道や道の歴史、隠れた戦争遺跡等について資料や調査をもとに分かり易く

お話いただきました。 

八本松には「88 石仏の会」があり、毎年石仏巡りをはじめ学習会や石仏

の修復など精力的に活動されています。今回の講座にもご参加いただきました。今後、石仏の歴史とも関連

させながら、史跡巡り等を通してよりいっそう「ふるさと発見」に努めていけたらと考えています。 

八本松小５年生防災学習 

 12月 1日（木）八本松小学校 5年生「総合的な学習の時間」今年 2回目の防災学習を実施しました。 

学習テーマは「自分たちの地域を知って起こりうる災害にそなえよう」です。 

内容は防災グッズを中心に学習しました。具体的には 

・簡易テントの組み立て、収納 

・段ボールベッド、簡易トイレの組み立て 

・家庭で備えておきたい防災バッグと品目の紹介 

・防災クイズ 

指導にあたっては自治協防災委員会と市社会福祉協

議会が学校と連携をとりながら準備・指導しました。学習後、市社会福祉協議会より児童に対し防災用の「笛

付きペンライト」をいただきました。今回の学習をとおして家庭における防災意識の高揚と、災害に備えた

防災グッズ等の準備が進んでいくことを期待しております。 

チャレンジ教室（放課後子供教室） 

放課後における児童の居場所づくり、仲間づくりを目的に、地域の指導者及び大

学生が中心となって八本松小学校放課後子供教室（チャレンジ教室）を年間 25 回

程度実施しています。内容はスナッグゴルフ・家庭学習の支援・ゲームや工作など

です。対象は 4・5・6年ですが異学年交流を通して 6年生がリーダーシップを発揮

できるよう配慮しています。実施にあたっては住民自治協議会より教材等のご支援

をいただいており、児童の活動に役立てております。                    

11月の地域センター利用者は 2,173名でした。 


